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 本論は東北日本を中心とした地域を対象に、 後期旧石器時代の時間的な経過の中で、 人類とその道具
 である石器の関係の変化について様々な側面から分析 し、 通時的・共時的にその理解を深めることを目
 的とする。 石器をめ ぐる諸側面は、 原材料の獲得から、 素材剥片の製作、 二次加工、 石器の使用、 維持、
 廃棄な どの諸要素と して把握でき、 それぞれが有機的な関係をもつ。 その概念はビンフォー ド(1979) に
 よって Technological Organization (技術的組織) と定義された。 道具の諸要素を総合的・多角的に評価す
 る概念であり、 本論における中心的な理論体系である。 本論では、 石器形態における技術や機能の理解
 (山中 1979) を基礎的な研究と しながらも、 石器の維持や廃棄も対象と し、 研究領域を広げて考察を行う。
 それらの考察を可能にするのは、 本論中において重要な役割を果たす分析方法である石器の使用痕分析
 法である。 実験研究に基づく分析方法は、 考古資料を評価する尺度として客観性を有する。 また、 石器
 の操作法や使用対象物を推定できるため、 石器の機能以外にも製作や補修、 維持、 廃棄などの様々な技
 術的な要素との関係性 について理解を深めることができる。
 各章では研究略史をまとめ、 問題の所在等を明らかに し、 具体的な考古学資料の研究事例をもって解
 決をはかる。 人類の活動を考えた場合、 活動の諸要素は多様性に富む。 本論では、 編年案によって時間
 軸を設定 した上で、 石器をめ ぐる 諸活動、 つまり材料の獲得から石器製作、 使用、 維持、 廃棄な どの諸相
 を時期別に詳述 し、 後期旧石器時代における技術的組織の変動を考察 して総括とした。 展望と して生業
 活動の解明にむけて の方法論と石器のライフヒス トリー研究の視点を提示 した。
 第1章では、 本論の研究目的と分析対象を提示した上で、 主要な分析項目である製作技術研究と機能
 研究の方法論を検討した。 製作技術に関しては、 石材の性質に焦点をあて、 その客観的分類基準と具体
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 的な分析方法の事例をとりあげた。 石器製作に影響を与える石質の違いを客観的に分類 し、 宮城県野田
 山遺跡出土資料に応用 し、 石器群の解釈を試みた。 良質の石材を利器類に利用する実態と、 多様な石質
 製の利器素材を携帯する装備が明らかになった。 機能研究では、 実験使用痕研究の方法と使用痕分類基
 準の見直しのために、 使用痕の重複事例をとりあげた。 新潟県荒屋遺跡出土石器に認められる不明光沢
 を実験により復元 し、 重複 した使用の痕跡の解釈を可能にした。 実験考古学研究の方法論の再構築とそ
 の指針を示 し、 実際の考古学資料へ応用することを試みた。
 第2章では、 本論の分析の根幹となる編年案を提示 し、 各時期における石器群の概要を述べた。 考古
 学研究においてその時間軸の基準を構築するのが編年研究である。 本論では、 東北地方の後期旧石器時
 代の細分編年案を提示 し、 それに準拠 して各時期の様相について詳細に検討 した。 近年、 東北地方の各
 県において層位的出土事例と広域テフラの確認例 が増加 している。 同様に様々な年代測定法による測定
 年代値が提示され、 その結果が蓄積されている。 その結果、 従来よりも細分された東北地方の編年案を
 提示できるようになった。 また、 珪質頁岩製石器がまとまって出土する北陸や中部、 関東地方において
 も編年研究の進展がみられる。 珪質頁岩は東北地方日本海側産と考えられ、 石材を介した物質的・文化
 的接触が想定される。 太平洋沿岸と日本海沿岸地域に広がる珪質頁岩製石器の分布地域である茨城県や
 千葉県、 新潟県な どにおいて近年まとめられた編年案の検討を通 して、 東北地方の編年案を批判的に評
 価することができた。 第2章で示された細分編年案の妥当性については、 第3章から5章における製作技
 術や機能、 維持、 廃棄な どの研究を通 して、 その不整合や矛盾点が提示された。 このようにフィー ドバッ
 クを通 して、 東北地方の細分編年案を再構築する方法を採用 した。
 第3章では、 編年的な枠組みに従い、 各時期の石器製作技術について、 詳細に検討した。 後期旧石器
 時代は、 層位的な時期区分によって6期に分けられる。 製作技術では次の5段階に分けて具体的な資料
 分析 を通 して考察した。 段階①石刃技法の出現以前の小型貝殻状剥片や台形剥片の製作技術をもつ石器
 群、 ②石刃技法を有する石器群、 ③尖頭器を保有する石器群、 ④細石刃を保有する石器群、 ⑤晩期旧石器
 時代と縄文時代初頭の石器群。 接合資料を主体と した実証性の高い製作工程の復元に基づく分析結果を
 総合 し、 それぞれの石器製作技術体系の特徴をまとめ、 空間的な変異と時間的な変化について検討 した。
 利器類な どの分析では、 一括資料を対象と した属性分析によって多くの遺跡あるいは石器群を対象に比
 較を行った。
 第4章では、 本研究を特徴づける分析方法である使用痕分析法によ り、 各時期の代表的な石器群をと
 りあげながら、 具体的な石器の機能について検討した。 個別的な資料分析の対象となったのは、 後期旧
 石器時代初頭では岩手県上萩森遺跡、 前半期石刃石器群では福島県笹山原Nα8遺跡、 後半期石刃石器群
 では宮城県野田山遺跡、 山形県上ミ野A遺跡、 細石刃石器群では新潟県荒屋遺跡、 山形県角二山遺跡で
 ある。 各遺跡での石器の使用状況を評価 し、 傾向を把握できる分析資料数を確保できた。 各時期の石器
 群における石器使用の状況は多様であ り、 石器製作や維持法との関係が推察された。
 第5章では、 従来の研究では中心的にとりあげられることの少なかった、 維持・管理や遺棄・廃棄の問
 題に焦点をあてた。 遺棄・廃棄に関しては、 製作・使用・維持との関係が重要となる。 特に遺跡内で使用
 されたこと、 あるいは遺跡外から搬入され、 未使用のまま残されたことが判明すれば、 遺棄・廃棄の位置
 づけが可能となる。 また、 未使用の石器でも柄に取り着けた痕跡の有無も維持についての評価の点で重
 要である。 維持、 廃棄の評価において機能研究を通 して考察することができる遺跡は限られており、 遺
 跡内での石器製作量や石材消費量にも着目 し、 維持・廃棄の検討を補足 した。
 第6章では、 第1節において後期旧石器時代における通時的な石器群の技術的組織の変動について考
 察し、 本論の研究成果をまとめた。 第2節では、 技術的組織の変動の要因について、 植生・動物相の変化
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 と石器群の変化の時期を比較し、 両者の因果関係を考察すると共に、 両者の関係では理解できない社会
 的背景を推察 した。 展望と して生業活動の復元に向けた研究の方向性について細石刃石器群を対象に検
 討 した。
 第1章から6章の考察を通 して、 各時期における製作、 使用、 維持、 廃棄の各要素における人類活動の
 あり方やそれらの相互関係について相対的な評価が可能になった。 さらに、 生業活動の解明、 人類と道
 具の関係の時間的な変化に焦点を絞り、 研究の展望を述べた。 後期旧石器時代初頭から縄文時代初頭ま
 での石器をめ ぐる 技術的組織の概要は次のよう に①から⑧段階にまとめることができる。
 ①後期旧石器時代初頭石器群 (編年の1期) では、 多くの遺跡で小型剥片の製作が行われており、 多数
 の接合資料が確認される。 剥片素材の石核が主体であり、 一つの原石から多数の石核が得られることが
 多い。分割や大型剥片剥離が石器製作工程上の初期的な段階に認められる。小型剥片は背面右にポジティ
 ブな剥離面(ポジ面)を残すことが多く、剥離に一定の方向性がみられる。 石材は珪質頁岩の割合が低く、
 石材獲得領域は主に遺跡近隣に限られる。 上萩森遺跡では、 接合資料や同一母岩資料に含まれる台形石
 器や台形剥片が主に切断作業に使用された。 個々の石器の使用は軽度であり、 対象物の多様さも考慮す
 ると、その場で使用するために臨機的に製作された石器が主体であったと判 断される。 上萩森遺跡では、
 遺跡内での石器製作からその使用、 廃棄までの過程が確認される。 石器製作の状況や出土した接合資料
 の多さを考慮すると、 1期の遺跡の石材消費行動は、 上萩森遺跡とほぼ共通 してお り、 ライフヒス トリー
 が遺跡内で完結する石器を主体として構成されていた可能性が高い。 主要な器種には、 台形石器やペン
 先形ナイフ、 台形様石器があ り、 基本的に同一の剥片剥離技術から全ての利器素材が製作されたと考え
 られる。
 ②序盤期石刃石器群 (2期、 3期) では、 多くの遺跡で石刃や小型剥片が製作されており、 多数の接合資
 料が確認される。 一つの原石から多数の石核が得られ、 石刃と小型の台形剥片が同一母岩に含まれる事
 例も多い。 石刃核と剥片素材の石核がみられ、 それぞれ石刃と台形剥片の製作を目的としている。 厚手
 の石刃が台形剥片を剥離する石核に転用されることもある。 台形剥片剥離技術は、 1期の小型剥片剥離
 技術にほぼ共通 し、 背面右側にポジ面を残す小型剥片が量産される。 2期以降、 石刃技法の出現により、
 小型剥片剥離技術工程を石刃技法の工程に組み込むことが可能になった点が1期から2期の剥片生産技
 術にみられる最大の変化である。 石器製作には、 主に遺跡近隣で採取可能な石材が利用されるが、 初頭
 に比べれば、 珪質頁岩の使用率が高まる。 石刃素材の石器はナイフ形石器が認められるのみである。 そ
 の他の石刃素材の石器は散発的に出現し、 例外的な存在に留まっている。 一方で、 小型台形剥片を素材
 とした米ヶ森型に代表される台形石器が器種のバラエティーを補い、 機能的にも多様性をもっていた可
 能性が高い。 利器素材が異なる石核から生産されていたことがこの時期の石器製作や石器の維持、 管理
 に影響する大きな要因であったと推定される。 良質の珪質頁岩が多数搬入されることもあり、 石刃の維
 持性が高まり、 道具の維持体系に変化が生じた。 笹山原Nα8遺跡の珪質頁岩製ナイフ形石器はほぼ全て
 未使用に近い状態で遺跡に残されており、 石器の破損や損耗による廃棄とは考えられない。 石器の維持
 性が高まったことの傍証ともなる。 同様な石器組成をもつ小 ブロ ックが空間的に離れながら環状を呈す
 る分布状況を踏まえれば、 石器は遺棄されたと考えるのが妥当であろう。 2期から3期への変化は緩や
 かであ り、 4期になる と石刃製作 が主体化 し、 石刃の維持性がさらに高まる。
 ③中盤期石刃石器群 (3期、 4期) では、 石刃技法に各種石核調整技術が主体的に認められ、 利器の素材
 剥片が石刃技法という ひとつのの剥片生産技術から製作されるようになった。 小型剥片剥離技術は潜在
 化 し、 序盤期を特徴づけた台形石器な どの器種もみられなくなる。 替わって石刃素材のエンド・スクレ
 イパーや彫刻刀形石器な どの中盤期石刃石器群を特徴づける石器が出現 した。 東 1■L係や杉久保系とされ
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 る石刃石器群がこのグループに該当する。 原石の産地付近の遺跡を除けば、 多量の石刃製作が行われる
 ことが少なく、 原産地での集中的な石刃の製作と搬出が行われた。 東北地方の太平洋側においても良質
 の珪質頁岩製石器が石器群の主体となる。 太平洋側の地域でも使用痕の検出率が低い遺跡がみられる一
 方で、 使用痕の確認数が高い遺跡も存在する。 中盤期の石刃石器群では、 各種石核調整技術を駆使して
 ひとつの原石から多数の石刃が連続剥離され、 ひとつの石刃核が残される。 打面再生や両設打直などの
 技術の適用によって、 ひとつの大型石刃核から大小の石刃が製作される。 各器種に応じた形態の石刃が
 選択可能となり、 器種形態の分化が進んだ。 この変化は漸移的であ り、 3期に含まれる東山系石刃石器
 群では各種の利器には同様なサイズの石刃が使用される。 4期になると大きく幅広の石刃をエン ド・ス
 クレイ パーに、 細身の石刃をナイフ形石器に加工するよう になった。 石器素材と して多様な形態の石刃
 を持ち運ぶシステムが確立した。 このような製作技術と石器装備の変革は、 数少ない原産地遺跡と多く
 の消費地遺跡を形成し、 珪質頁岩製石刃を主体的に利用する石器維持体系を確立した。 前半期までに比
 べて個々の石器の維持性が高ま ト)、消費地遺跡では、 廃棄される石器が減少した。
 ④終盤期石刃石器群 (4、 5期) には、 中盤期石刃石器群において確立された石刃技法を中心と した行動
 システムが弱体化する。 4期には、 珪質頁岩以外の石材を主体的に使用する石器群が確認される。 これ
 らの石器群では石刃技法に各種石核調整技術が認められ、 基本的には遺跡近隣で採取可能な石材が利用
 される。 玉髄製石刃を製作する賀篭沢遺跡や黒色頁岩製石刃を製作する早坂平遺跡、 流紋岩製石刃を製
 作する三貫地遺跡に代表される石器群である。 珪質頁岩への依存度が低下する現象が窺える。 これらの
 石材で製作された石刃が広域に運搬されることはなく、 東山系や杉久保系とは異なる石器装備と運用の
 システムであった。 もうひとつの石器群は、 山田上ノ台遺跡や富沢遺跡、 小塙城跡に代表される各種石
 核調整技術がみられない石刃技法または縦長剥片剥離技術により小型の石刃や縦長剥片を製作する石器
 群である。 石器群を構成する石材は多様であり、 中盤期石刃石器群に比べると在地で採取可能な石材の
 割合が高い。 両石器群とも、 共通して太平洋側に立地する。 また、 後者では主たる利器類はナイフ形石
 器のみである。 珪質頁岩とは異なる石材で製作された石器は、 地理的に狭い範囲に確認され、 個々の石
 器が維持される領域が縮小 したと考えられる。 石器の製作から廃棄までのライフヒス トリーが空間的に
 狭い領域内で完結する。 このような変容 した技術的組織は4期に発生 し、 5期に引き継がれる。
 ⑤尖頭器石器群 (5期) では、 尖頭器製作技術が確立する。 その背景には、 終盤期石刃石器群に認めら
 れた石刃技法における石核調整技術の衰退があげられる。 尖頭器石器群には、 剥片生産技術でいえば、3
 つのグループが確認される。 ひとつは、 石核調整技術を伴う石刃技法をもつ石器群である。 二側縁加工
 や小型のナイフ形石器を組成する石刃石器群の中に周縁加工の尖頭器が現れる。 ふたつ目は、 各種石核
 調整技術が認められない縦長剥片剥離技術をもつ石器群である。 尖頭器には平坦剥離による面的な二次
 加工が施され、 両面加工が主体となる。 石器組成の主体も尖頭器である。 第3のグループは、 円盤状石
 核から縦長剥片を剥離する技術を有する石器群である。 主たる利器が尖頭器に限定される。 円盤状石核
 からの縦長剥片剥離では、 打面と作業面が固定的でなくなる。 終盤期石刃石器群からの変化は漸移的で
 あ り、 尖頭器石器群との時間的に並存 した可能性が高い。 5期の石材利用傾向は終盤期石刃石器群に共
 通する。 5期は、 石器組成や石器製作技術に多様性がみられる時期であり、 製作技術に対応した素材剥
 片の利用と利器類の製作、 石器装備の変化があった。 縦長剥片剥離技術や円盤状石核による縦長剥片剥
 離技術が認められる石器群では、 尖頭器や利器類に横長剥片や自然面を残す剥片が使用される事例が認
 められる。 また、 尖頭器という新たな道具が加わったことによ り、 石器製作の主目的が多様な利器類か




 定される。 素材剥片の形態 が規格的でなくなったことに対応 して、 面的な二 次加工技術が発達 した。 素
 材剥片製作技術重視型から、 二次加工技術重視型の石器製作へ変化 したと考えられる。
 ⑥細石刃石器群 (6期) には、 細石刃製作技術が出現する。 前段階の特徴である尖頭器との共伴事例が
 ほとんど確認されないことや石核調整技術を伴う石刃技法や縦長剥片剥離技術が認められない点は、 尖
 頭器石器群との系統的な関連性の弱さを示 している。 前段階から存在する技術と してあげられるのが、
 円盤状石核からの縦長剥片剥離技術である。 細石刃製作の初期工程における利器素材獲得段階の技術に
 類似する。 東北日本の細石刃石器群には、 湧別技法やホロカ技法をもつ細石刃石器群と円柱形や円錐形
 細石刃核を保有する石器群が認められる。 湧別技法の細石刃石器群では、 石器製作技術や荒屋型彫刻刀
 の存在な ど、 研究当初から北海道との関係が指摘されていたが、 本論の分析の通り、 荒屋遺跡の二次加
 工を施された細石刃の装着法は、 北海道の湧別技法札滑型を有する細石刃石器群と強い関連性が窺え、
 北海道からの技術的な移入があったと考えられる。 細石刃石器群の技術的組織はさらに移動性の高い行
 動システムを可能に した。 珪質頁岩を主たる使用石材と した広 範な活動領域とそれに対応 した石器装備
 と石器製作・維持行動が認められる。 石器の維持性は高く、 個々の石器の使用度も高かったと推定され
 る。 荒屋型彫刻刀に代表される刃部再生技術の発達や、石器以外に骨角器を狩猟具として導入 した点も、
 石器装備の維持性を高めた要因であり、 前段階までとの大きな相違点である。 また、 最も破損率が高い
 狩猟具となる細石刃を製作する石核を常に保持できたことが広域的移動生活を可能に した要因のひとつ
 である。 石器装備は、 細石刃核や細石刃核母型と各種利器類が主体であった。
 ⑦晩期旧石器時代の石器群 (7期) には、 尖頭器や有舌尖頭器、 局部磨製石斧を含む石器群が認められ
 るが、 この段階では、 石核調整技術を伴う石刃技法が存在する。 衰退したと考えられた石刃技法が潜在
 的に残存 し続けたと考えるには問題点が多く、6期とした細石刃石器群と5期や7期の石器群が並存 した、
 あるいは他地域から技術的移入があった可能性もある。 7期の石器群では、 遺跡 ごとの役割が分化 し始
 めている。 原石から自然面を除去 し両面加工となる石核を獲得する遺跡や、 石核を搬入 し利器類を製作
 した遺跡、 完成品を主体とする遺跡な ど機能的に多様化する。 また、 貯蔵施設と考えられる遺構が現れ
 るな ど、 土器の出現や各種の遺構の増加と共に縄文時代へむけての変化が見受けられ、 コレクター的な
 要素の強い生活スタイ ルに合致した石器の技術的組織がみられる。 7期の石器製作技術において、 上ノ
 平遺跡C地点や吉ヶ沢遺跡B 地点の円盤状石核は5期の耳取1遺跡B地区や真人原遺跡、 上新田B遺
 跡でも確認されている。 尖頭器を主体とする石器組成も類似しており、 編年案の再検討が必要となる可
 能性があ る。
 ⑧縄文時代初頭の石器群では、 両面加工石器 (あるいは円盤状石核) による石材搬出システムが確立さ
 れる。 この技術は、 後期旧石器時代からの技術的伝統のもとに成立 していると考えられる。 一方で、 石
 核の搬出形態には違いがみられる。 原産地に程近い遺跡では、 大型の両面加工石器や利器類が製作され
 る。 それらが剥片類と共に集積され管理される。 これらの石器集積は貯蔵施設であった可能性がある。
 製作された両面加工石器の搬出先では、 両面加工石器から縦長剥片が剥離され、 利器の素材となる。 さ
 らに石材消費が進むと両面加工石器が小型化 し、 遺跡内での石器製作量が少なくなる、 この両面加工石
 器による石器製作技術システムは、 珪質頁岩の石材流通を支えている。 岩瀬、 野川、 仙台内前遺跡では、
 炉跡、 炭化物集中、 住居跡な どが検出されており、 居住性のある遺跡であった。 これらの遺跡はそれぞ
 れに異なった機能を有していたと考えられる。 岩瀬遺跡では、 石材獲得と石器製作に重点が置かれた遺
 跡である。 石器集積遺構は石器の貯蔵を意図した施設と考えられる。 野川遺跡では、 使用された石器が
 再び土坑に納められること、 土坑内で剥片剥離が行われ、 そのまま石器が納められていることから、 原
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 産地遺跡とは異なる石器の維持・管理状況であったと推定される。 仙台内前遺跡では、 石器製作量は少
 なく、 住居跡な どの居住的な遺構の存在から、 より居住性に重点が置かれた遺跡であったと考えられる。
 天光遺跡では、 完成品の石器のみが集中して出土 しており、 石器の利用や補給を目的と した遺跡であっ
 た。 このように各遺跡は役割が分化 しており、 計画的な生業戦略のもとに機能していたと考えられる。
 この計画的生業戦略こそコレクターの大きな特徴である。 後期旧石器時代には、 遺跡への回帰を想定し
 た石器集積や石器保管施設などは確認されておらず、 生業活動における大きな変革期をむかえたと推察
 される。
 ①か ら⑧の石器群の技術 的組織の検討から、 最も形態的変化の激 しい道具が狩猟具や刺突具であった
 ことが判明 した。 狩猟具には短期間に技術的変化がみられるため、 その特徴が編年的な指標となる。 狩
 猟具の変化に応 じた剥片生産技術や二次加工技術の変容が窺え、 石器製作システム全体に影響を与える
 変化であった。 この狩猟具の変化の原因を理解することが技術的組織の変動の理解に繋がる。 後期旧石
 器時代初頭にあたる約3.3万年前に寒冷・乾燥気候が確立し、 約 L5万年前まで継続する。 最終氷期の最
 寒冷期は2.1 ～ L8万年前とされる。 1.3 ～ L2万年前以降には、 気候が湿潤化する。 動物相は、 17000 ～
 12000年前に大型動物が多く絶滅すると推測される。 東北地方の植生をみると、 2.3 ～ 2.1万年前は針葉
 樹の疎林である。 最寒冷期頃に大型石刃を素材と したナイフ形石器が出現 し、石刃技法が最も隆盛する。
 珪質頁岩製石刃装備を背景に広域的な活動領域での狩猟が想定される。 このような技術的戦略は、 針葉
 樹疎林帯に生息する大型哺乳動物の行動領域に対応 した行動 システムであったと考えられる。 1.7 ～ L5
 万年前にはナウマンゾウやヘラジカな どの大型動物が絶滅する。 景観も変化 し、 温暖化する。 この状況
 に適応 して出現 したのが尖頭器である。 機能的にはナイフ形石器から継続 して変化したと推定される。
 L3 ～ L2万年前には湿潤化 しており、 ヤベオオツノ ジカな どの大型動物が絶滅 し、 現生動物相に近い状
 態になった。 細石刃が広域的に展開した要因は、 変化する自然環境と動物相に対応した狩猟技術の変
 容にあったと考えられる。 また、 細石刃の消滅の原因は、 湿潤化による季節性の顕在化によって、 動物
 資源が時期的・地域的に偏在化 し、 広域に均質な環境下での生業活動に適した旧石器時代的なフォレイ
 ジャーシステムが崩壊 したことにあったと予想される。 後期旧石器時代の狩猟具の変遷は、 様々な環境
 への適応をひとつの目的とした技術的な変化であったと考えられる。 植生や対象動物に適 した狩猟具と
 石器の装備、 狩猟領域、 狩猟法が採用されたと推定される。 広域的に植生が共通 し、 狩猟対象獣が均質
 に分布する場合に移動性の高い広域的な狩猟活動 が行われ、 フォ レイ ジン グの傾向が高まったと推定さ
 れる。 そのひとつの事例が2.5 ～ 1.8万年前に展開した東山系石刃石器群であろう。 L5 ～ L3 万年前の
 荒屋遺跡に代表される細石刃石器群では、 東北日本の植生の特色と動物相の分布、 自然環境に適応した




 本論文は、 東北日本の後期旧石器時代における編年、 石器製作技術、 機能、 維持・廃棄の各様相を分析
 的に捉え、 それらが有する共時的な構造を再構成 し、 さらに通時的な変動という面から検討 し、 時代性
 の特質を総合 して論 じたものである。 全体は、 序章、 第1章から第6章、 終章から構成されている。
 序章は、 各章で検討する内容を整理し、 主要な論点を提起する。 ビンフォー ドによる技術的組織論を、
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 製作技術ほか石器の諸様相を総合する概念と してその意義を論 じる。
 第1章「研究の目的と方法」 では、 後期旧石器時代石器群の分析対象資料体として、 東北6県と新潟県
 を合わせた地域を設定 し、 製作技術については宮城県野田山遺跡を事例に石材環境を重視する立場を、
 機能については新潟県荒屋遺跡の重複する使用痕を事例に検証実験の方法を論 じる。
 第2章「編年と石器群の様相」では、 東北日本の石器群を地域別に取り上げ、 石器の器種組成や製作技
 法の内容を集成 し、 層位的出土例や広域火山灰、 年代測定値を検討しつつ、 詳細な編年試案を提示する。
 ペン先形ナイフを有する1期から、 石刃技法の時期の細分、 尖頭器を有する時期、 さらに細石刃文化期を
 経て、 縄文時代初頭に至るまでに7期を設定する。 層位的出土例、 集中地点別を含めて約 160 の石器群の
 内容を集成し、 各時期へ位置づけ、 以下の分析と考察の枠組みとする。
 第3章 「製作技術研究」では、 各時期における石器製作技術の特徴的な様相について、 接合資料に基づ
 く母岩別の分析、 一括性を持つ石器群の組成と剥離面の観察等から、 遺跡で行われた製作工程を復元 し、
 技術体系の空間的な変異と時間的な変化を明らかにする。 後期旧石器時代初頭の台形剥片生産技術、 石
 刃技法の発達と調整技術が有する意義、 尖頭器の製作法、 細石刃石核、 湧別技法の差異と細石刃の特徴
 などについて、 岩手県上萩森遺跡、 山形県角二山遺跡、 荒屋遺跡ほか、 時期 ごとの代表的な遺跡の出土資
 料を取り上 げ、 技術論の立場から実証的に考察する。
 第4章「機能研究」 では、 各時期における代表的な石器器種について、 金属顕微鏡による使用痕分析を
 実施し、 遺跡内で行われた人間活動と石器が果たした機能を論じる。 故芹澤長介名誉教授と東北大学使
 用痕研究チームが 1970年代後半に開始 し、 キーリーと並行 して開発し、 その後も蓄積を重ねてきた、 複
 製石器の使用実験と出土資料観察とを対照する方法を継承 し、 使用痕を鮮明な拡大写真で客観的に提示
 する。 この機能推定法の枠組みを、 各遺跡での主要な器種類型に適用することによって、 多くの成果が
 得られている。 上萩森遺跡のペン先形ナイフは着柄された狩猟具との指摘、 山形県上ミ野A遺跡でのナ
 イフ形石器・ エン ド・ スク レイパー、 鋸歯縁石器による作業内容の推定、 荒屋遺跡、 北海道タチカルシュ
 ナイ第V遺跡出土細石刃の使用法と、 軸の柄に装着する方式、 荒屋型彫刻刀の骨角器製作・皮革加工具
 としての使用などが推定され、 説得力に富む。
 第5章 「維持・廃棄研究」 では、 各時期の石器群における維持・管理や遺棄・廃棄の実態に焦点をあてる。
 石器のライフヒス トリーとも言える、 原材確保から、 製作、 使用、 補修、 保持、 廃棄までを、 遺跡地点で
 の搬入・搬出、 使用の形跡の状況、 遺跡内の活動の場での空間分布、 遺構と遺存状況との関係などを関連
 させ、 総合的に評価する。
 第6章「考察」 では、 各時期の石器群について第3章から第5章で分析 した諸様相を共時的にまとめた
 上で、 技術的組織の変動として通時的な考察を行う。 後期旧石器時代初頭の、 小形剥片生産に重点を置
 く 「遺跡内消費型」の方策は、 石刃技法の出現に伴い複合的な石器製作体系に変質する。 石刃技法の石核
 調整技術が発達すると、 良質な珪質頁岩原産地での集中的製作と広域的な保持という行動システムが確
 立する。 石刃技法の技術的側面の変遷は、 序盤、 中盤、 終盤期という段階に分け理解しうるとする。
 石刃技法の衰退に前後して、 尖頭器製作技術が3類型をもって現れる。 細石刃の製作は、 維持性の高
 い装備によって移動性の大きい行動システムを可能に したと論ずる。 両面加工石器を伴う技術の、 晩期
 旧石器時代から縄文時代初頭への連続性も指摘する。 また動植物相、 生業活動、 定住性、 遺跡での人間
 行動復元などと関連させつつ、 技術的組織の変動要因に考察を加える。
 終章では全体を振り返 り、 本論での 分析結果とその意義について改めてまとめる。
 論者は、 狩猟採集民の民族考古学から提唱された技術的組織論の概念を、 後期旧石器時代の石器群研
 究に的確に応用する具体的な方法を提示している。 石器製作技術研究や使用痕分析の結果を、 遺跡周囲
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 の石材環境、 石器の各器種の機能と性格、 人聞集団の活動の場、 移動・定住をめ ぐる居住様式等と関連さ
 せることで、 石器群の動態的な理解に焦点をあて、 高次な考察に統合することに成功 している。 東北日
 本における最終氷期後半の文化変動の構造について、 調整技術の発達した石刃技法から、 尖頭器を伴う
 文化、 また細石刃文化への変化を、 生業と広域移動、 良質な頁岩原石の確保との関係で意義づけるなど、
 新たな捉え方 で論ずる。
 上萩森、 上ミ野A、 荒屋、 他の各遺跡の詳細かつ極めて実証的な分析内容は、 従来の石器群研究をさら
 に高度化する水準にあると言える。 同時代を7期に時期細分 して論を展開した編年案の一部には、 今後
 の層位的な検討を含めて、 なお試論的な部分も残すものの、 顕微鏡による石器観察技術の正確さと、 精
 緻な遺跡分析とに裏付けられた考察は、 視点から解明に向かう多くの注目すべき見解を含んでいる。 そ
 の成果は日本旧石器時代研究を確実に前進させ、今後の斯学の発展に寄与するところ大なるものがある。
 よって、 本論文の提出者は、 博士 (文学) の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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